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150号までのみちのり
創刊号　昭和62年（1987）8月15日

第37号　平成８年（1996）10月31日

第100号　平成24年（2012）４月27日

第128号　平成30年（2019）4月26日

第150号　令和6年（2024）10月31日

議長　土肥啓資
広報委員会　田山藤徳・吉松保・山下照公
昭和62年の当初予算額16億9,897万円

議長　岡本正　
広報委員会　川邉正美・早田吉臣・黒川麻里子・岡本正
令和2年の当初予算額23億3,333万円　
新型コロナウイルス発生　令和2年7月豪雨発生

議長　田山淳士　
広報委員会
　早田吉臣・岩本員功
　山本豊・岡本正・中村俊也
平成19年の当初予算額25億
623万円

議長　西村久徳　
広報委員会
　樅木晴美
　早田吉臣
　田山淳士
　岡本正　
平成28年の当初予算
額25億3,126万円
　熊本地震発生

議長　照山哲榮　
広報委員会
　吉松保・田山淳士
　宮本巌・山下照公
　福岡勇　
平成8年の当初予算額
26億2,676万円
川辺川ダム本体着工
に同意

議長　照山哲榮　
広報委員会　吉松保・田山淳士・宮本巌
　　　　　　山下照公・福岡勇
平成5年の当初予算額32億2,700万円

議長　岡本精二　
広報委員会
　田山淳士・中村俊也・園田良治・川邉正美
令和6年の当初予算額45億4,419万円

議長　田山淳士　
広報委員会
　早田吉臣・藤本新一
　樅木晴美・岡本精二
　中村俊也
平成24年の当初予算額
29億9,000万円

議長　岡本正　
広報委員会
　川邉正美・早田吉臣・黒川麻里子
　岡本正　
平成30年の当初予算額23億3,333万円
県立林業大学校開校
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議
会
は
こ
れ
ま
で
川

辺
川
ダ
ム
建
設
容
認
以

来
、
全
員
協
議
会
、
ダ

ム
対
策
特
別
委
員
会
な

ど
を
通
じ
て
「
川
辺
川

ダ
ム
建
設
促
進
」
の
立

場
で
立
村
計
画
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
が
、

「
電
源
開
発
の
発
電
事

業
撤
退
」
「
相
良
村
長

の
ダ
ム
反
対
発
言
」
及

び
「
利
水
事
業
」
の
停

滞
な
ど
社
会
状
況
の
大

き
な
変
化
に
よ
り
ダ
ム

建
設
本
体
着
工
の
見
通

し
が
立
た
な
い
た
め
五

木
村
民
が
、
下
流
域
住

民
の
た
め
と
熊
本
県
、

建
設
省
（
現
、
国
土
交

通
省
）
に
説
得
を
さ
れ

苦
渋
の
選
択
を
し
て
、

平
成
８
年
「
五
木
村
、

熊
本
県
、
建
設
省
」
と

で
川
辺
川
ダ
ム
本
体
着

工
同
意
を
人
道
的
見
地

か
ら
ダ
ム
建
設
を
容
認

し
、
村
民
は
苦
悩
の
な

か
に
も
現
在
ま
で
過
ご

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
以
上
「
過
疎
化
」

「
少
子
高
齢
化
」
が
進

む
と
五
木
村
自
体
の
存

亡
の
危
機
に
つ
な
が
る

と
い
う
意
見
や
村
民
の

声
に
答
え
る
た
め
に
五

木
村
と
五
木
村
議
会
で

今
回
、
村
民
の
皆
様
に

協
力
を
い
た
だ
き
署
名

を
添
え
「
五
木
村
の
再

建
」
と
し
て
具
体
的
要

望
項
目
を
「
頭
地
大
橋

の
早
期
完
成
」
「
五
木

ダ
ム
本
体
工
事
の
早
期

着
工
」
「
広
場
及
び
駐

車
場
の
確
保
」
の
ま
ず

３
項
目
を
要
望
し
て
、

本
当
の
意
味
で
の
再
建

策
を
、
そ
の
後
立
案
し

「
ダ
ム
で
栄
え
た
村
は

無
し
」
と
い
う
言
葉
を

覆く
つ
が
え

す
よ
う
な
施
策
を
熊

本
県
・
国
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
潮

谷
熊
本
県
知
事
に
９
月

27
日
（
木
）
照
山
議

長
、
田
山
村
長
職
務
代

理
者
、
犬
童
区
長
会
長

を
始
め
14
人
の
区
長
、

村
議
会
議
員
全
員
で
直

接
「
提
言
書
」
を
手
渡

し
陳
情
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

10
月
８
日
か
ら
10
日

ま
で
地
元
選
出
国
会
議

員
（
衆
議
院
議
員
、
参

議
院
議
員
）
と
冬
柴
国

土
交
通
大
臣
、
副
大
臣

陳情を受ける潮谷知事

五
木
村
議
会
は
昭
和
757
年
に
川
辺
川
建
設
反
対
決

議
を
解
除
、
そ
の
後
ダ
ム
建
設
事
業
に
は
、
熊
本

県
、
建
設
省
（
現
、
国
土
交
通
省
）
に
全
面
的
に
協

力
を
し
て
来
た
が
、
現
在
、
社
会
状
況
の
大
き
な
変

化
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
ダ
ム
建
設
事
業
が
不
透
明
と

な
っ
て
来
た
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
ま
ず
「
ダ
ム

建
設
事
業
」
よ
り
「
五
木
村
の
存
続
、
村
の
基
盤
づ

く
り
」
を
第
一
に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
最
優
先
で
あ

る
と
、
今
回
、
熊
本
県
及
び
国
土
交
通
省
に
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

五木村議会だより

　　ワッショイ！ワッショイ！五木の青年（？）パワーだ!! 五木ふれあい大運動会（2007.10.7）
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小鶴地区の山腹が崩壊する

平成28年度　川辺川ダム砂防事務所事業説明会開催される
　去る6月 8日に国土交通省川辺川ダム砂防事務所による平成28年度事業説明会が開催されました。
　議会議員、国交省職員、役場職員とともに宮園地区砂防堰堤と池の鶴地区工事用道路落石対策工事及び五
木小川護岸工事予定地の現場を視察し、役場に帰庁後、詳細な説明を受けました。

　７月13日（水）午後６時半過ぎ、小鶴の土肥商店の裏山が崩壊し、店舗や車庫を押しつぶし、
県道宮原五木線の全幅を土砂や立木が覆いました。
　議会も翌朝、現地を確認し、その凄まじさを目の当たりにし、驚きを隠せませんでした。現
地で経営者の片山さんにお話を伺いましたが、自宅へ帰ってすぐ、大きな山が崩れるよう音が
したため、対岸の山と思われたそうですが、実際は店舗の裏山だったそうでした。帰宅後の数
十分後の出来事で、片山さんや通行中の車両等も巻き込まれることなく「不幸中の幸い」でした。

池の鶴地区五木小川護岸工事現場宮園砂防堰堤現場（写真奥が堰堤建設予定地）

倒壊した土肥商店

県道宮原五木線をふさいだ立木

高さ約100ｍ、幅約60ｍの崩壊
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　このたびの「平成 28年熊本地震」により、犠牲になられた方々に謹んでお悔やみを申
し上げるとともに、被災されました皆様に心からお見舞い申し上げます。
　また、被災者の救済と被災地の復興支援のためにご尽力されている方々に深く敬意を表
し、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

五木村議会議長　西村久徳　
議員一同　
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150号までのみちのり
創刊号　昭和62年（1987）8月15日

第37号　平成８年（1996）10月31日

第100号　平成24年（2012）４月27日

第128号　平成30年（2019）4月26日

第150号　令和6年（2024）10月31日

議長　土肥啓資
広報委員会　田山藤徳・吉松保・山下照公
昭和62年の当初予算額16億9,897万円

議長　岡本正　
広報委員会　川邉正美・早田吉臣・黒川麻里子・岡本正
令和2年の当初予算額23億3,333万円　
新型コロナウイルス発生　令和2年7月豪雨発生

議長　田山淳士　
広報委員会
　早田吉臣・岩本員功
　山本豊・岡本正・中村俊也
平成19年の当初予算額25億
623万円川辺川ダム本体着工
に同意

議長　西村久徳　
広報委員会
　樅木晴美
　早田吉臣
　田山淳士
　岡本正　
平成28年の当初予算
額25億3,126万円
　熊本地震発生

議長　照山哲榮　
広報委員会
　吉松保・田山淳士
　宮本巌・山下照公
　福岡勇　
平成8年の当初予算額
26億2,676万円
川辺川ダム本体着工
に同意

議長　照山哲榮　
広報委員会　吉松保・田山淳士・宮本巌
　　　　　　山下照公・福岡勇
昭和62年の当初予算額32億2,700万円

議長　岡本精二　
広報委員会
　田山淳士・中村俊也・園田良治・川邉正美
令和6年の当初予算額45億4,419万円

議長　田山淳士　
広報委員会
　早田吉臣・藤本新一
　樅木晴美・岡本精二
　中村俊也
平成24年の当初予算額
29億9,000万円

議長　岡本正　
広報委員会
　川邉正美・早田吉臣・黒川麻里子
　岡本正　
平成30年の当初予算額23億3,333万円
県立林業大学校開校
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議
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川

辺
川
ダ
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建
設
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以

来
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全
員
協
議
会
、
ダ

ム
対
策
特
別
委
員
会
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ど
を
通
じ
て
「
川
辺
川

ダ
ム
建
設
促
進
」
の
立

場
で
立
村
計
画
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
が
、

「
電
源
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発
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発
電
事
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撤
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「
相
良
村
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ム
反
対
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及
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水
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ど
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き
な
変
化
に
よ
り
ダ
ム

建
設
本
体
着
工
の
見
通

し
が
立
た
な
い
た
め
五

木
村
民
が
、
下
流
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と
熊
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、

建
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（
現
、
国
土
交

通
省
）
に
説
得
を
さ
れ

苦
渋
の
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択
を
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て
、

平
成
８
年
「
五
木
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、

熊
本
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、
建
設
省
」
と

で
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川
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ム
本
体
着

工
同
意
を
人
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的
見
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か
ら
ダ
ム
建
設
を
容
認

し
、
村
民
は
苦
悩
の
な

か
に
も
現
在
ま
で
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し
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き
ま
し
た
が
、
こ

れ
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「
過
疎
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」

「
少
子
高
齢
化
」
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進
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木
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自
体
の
存
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機
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つ
な
が
る

と
い
う
意
見
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村
民
の

声
に
答
え
る
た
め
に
五

木
村
と
五
木
村
議
会
で

今
回
、
村
民
の
皆
様
に

協
力
を
い
た
だ
き
署
名

を
添
え
「
五
木
村
の
再

建
」
と
し
て
具
体
的
要

望
項
目
を
「
頭
地
大
橋

の
早
期
完
成
」
「
五
木

ダ
ム
本
体
工
事
の
早
期

着
工
」
「
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場
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車
場
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ま
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項
目
を
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望
し
て
、

本
当
の
意
味
で
の
再
建

策
を
、
そ
の
後
立
案
し

「
ダ
ム
で
栄
え
た
村
は

無
し
」
と
い
う
言
葉
を

覆くつがえ

す
よ
う
な
施
策
を
熊

本
県
・
国
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
潮

谷
熊
本
県
知
事
に
９
月

27
日
（
木
）
照
山
議

長
、
田
山
村
長
職
務
代

理
者
、
犬
童
区
長
会
長

を
始
め
14
人
の
区
長
、

村
議
会
議
員
全
員
で
直

接
「
提
言
書
」
を
手
渡

し
陳
情
活
動
を
行
い
ま

し
た
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日
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、
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と
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国

土
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臣
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臣
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五
木
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議
会
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昭
和
757
年
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辺
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建
設
反
対
決

議
を
解
除
、
そ
の
後
ダ
ム
建
設
事
業
に
は
、
熊
本

県
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建
設
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国
土
交
通
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）
に
全
面
的
に
協

力
を
し
て
来
た
が
、
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社
会
状
況
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大
き
な
変

化
に
よ
り
、
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す
ま
す
ダ
ム
建
設
事
業
が
不
透
明
と

な
っ
て
来
た
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
、
ま
ず
「
ダ
ム

建
設
事
業
」
よ
り
「
五
木
村
の
存
続
、
村
の
基
盤
づ

く
り
」
を
第
一
に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
最
優
先
で
あ

る
と
、
今
回
、
熊
本
県
及
び
国
土
交
通
省
に
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。
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小鶴地区の山腹が崩壊する

平成28年度　川辺川ダム砂防事務所事業説明会開催される
　去る 6月 8日に国土交通省川辺川ダム砂防事務所による平成28年度事業説明会が開催されました。
　議会議員、国交省職員、役場職員とともに宮園地区砂防堰堤と池の鶴地区工事用道路落石対策工事及び五
木小川護岸工事予定地の現場を視察し、役場に帰庁後、詳細な説明を受けました。

　７月13日（水）午後６時半過ぎ、小鶴の土肥商店の裏山が崩壊し、店舗や車庫を押しつぶし、
県道宮原五木線の全幅を土砂や立木が覆いました。
　議会も翌朝、現地を確認し、その凄まじさを目の当たりにし、驚きを隠せませんでした。現
地で経営者の片山さんにお話を伺いましたが、自宅へ帰ってすぐ、大きな山が崩れるよう音が
したため、対岸の山と思われたそうですが、実際は店舗の裏山だったそうでした。帰宅後の数
十分後の出来事で、片山さんや通行中の車両等も巻き込まれることなく「不幸中の幸い」でした。

池の鶴地区五木小川護岸工事現場宮園砂防堰堤現場（写真奥が堰堤建設予定地）

倒壊した土肥商店

県道宮原五木線をふさいだ立木

高さ約100ｍ、幅約60ｍの崩壊
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　このたびの「平成 28年熊本地震」により、犠牲になられた方々に謹んでお悔やみを申
し上げるとともに、被災されました皆様に心からお見舞い申し上げます。
　また、被災者の救済と被災地の復興支援のためにご尽力されている方々に深く敬意を表
し、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

五木村議会議長　西村久徳　
議員一同　

年10月31

150号までのみちのり
創刊号　昭和62年（1987）8月15日

第37号　平成８年（1996）10月31日

第100号　平成24年（2012）４月27日

第128号　平成30年（2019）4月26日

議長　土肥啓資
広報委員会　田山藤徳・吉松保・山下照公
昭和62年の当初予算額16億9,897万円

議長　岡本正　
広報委員会　川邉正美・早田吉臣・黒川麻里子・岡本正
令和2年の当初予算額23億3,333万円　
新型コロナウイルス発生　令和2年7月豪雨発生

議長　田山淳士　
広報委員会
　早田吉臣・岩本員功
　山本豊・岡本正・中村俊也
平成19年の当初予算額25億
623万円川辺川ダム本体着工
に同意

議長　西村久徳　
広報委員会
　樅木晴美
　早田吉臣
　田山淳士
　岡本正　
平成28年の当初予算
額25億3,126万円
　熊本地震発生

　福岡勇　

に同意

議長　照山哲榮　
広報委員会　吉松保・田山淳士・宮本巌

山下照公・福岡勇
昭和62年の当初予算額32億2,700万円

議長　田山淳士　
広報委員会

　中村俊也

29億9,000万円

議長　岡本正　
広報委員会

　岡本正　
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洗出地区

鴦山地区

山口地区

小鶴地区

TEC-FORCE災害報告（国土交通省）

洗出地区

高野地区

折立地区

折立地区

７月４日　九州南部豪雨災害
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議会はこれまで川

辺川ダム建設容認以

来、全員協議会、ダ

ム対策特別委員会な

どを通じて「川辺川

ダム建設促進」の立

場で立村計画に取り

組んで来ましたが、

「電源開発の発電事

業撤退」「相良村長 のダム反対発言」及

び「利水事業」の停

滞など社会状況の大

きな変化によりダム

建設本体着工の見通

しが立たないため五

木村民が、下流域住

民のためと熊本県、

建設省（現、国土交

通省）に説得をされ 苦渋の選択をして、

平成８年「五木村、

熊本県、建設省」と

で川辺川ダム本体着

工同意を人道的見地

からダム建設を容認

し、村民は苦悩のな

かにも現在まで過ご

してきましたが、こ

れ以上「過疎化」

「少子高齢化」が進

むと五木村自体の存

亡の危機につながる

という意見や村民の

声に答えるために五

木村と五木村議会で

今回、村民の皆様に

協力をいただき署名

を添え「五木村の再

建」として具体的要 望項目を「頭地大橋

の早期完成」「五木

ダム本体工事の早期

着工」「広場及び駐

車場の確保」のまず

３項目を要望して、

本当の意味での再建

策を、その後立案し

「ダムで栄えた村は

無し」という言葉を

覆くつがえすような施策を熊

本県・国に要望して

いくことを確認し潮

谷熊本県知事に９月

27日（木）照山議

長、田山村長職務代

理者、犬童区長会長

を始め14人の区長、

村議会議員全員で直

接「提言書」を手渡

し陳情活動を行いま

した。10月８日から10日

まで地元選出国会議

員（衆議院議員、参

議院議員）と冬柴国

土交通大臣、副大臣

陳情を受ける潮谷知事 五木村議会は昭和757年に川辺川建設反対決

議を解除、その後ダム建設事業には、熊本

県、建設省（現、国土交通省）に全面的に協

力をして来たが、現在、社会状況の大きな変

化により、ますますダム建設事業が不透明と

なって来たことに危機感を覚え、まず「ダム

建設事業」より「五木村の存続、村の基盤づ

くり」を第一に主眼を置くことが最優先であ

ると、今回、熊本県及び国土交通省に陳情を

行いました。

五木村議会だより

　　ワッショイ！ワッショイ！五木の青年（？）パワーだ!! 五木ふれあい大運動会（2007.10.7）
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小鶴地区の山腹が崩壊する

平成28年度　川辺川ダム砂防事務所事業説明会開催される　去る6月 8日に国土交通省川辺川ダム砂防事務所による平成28年度事業説明会が開催されました。　議会議員、国交省職員、役場職員とともに宮園地区砂防堰堤と池の鶴地区工事用道路落石対策工事及び五木小川護岸工事予定地の現場を視察し、役場に帰庁後、詳細な説明を受けました。

　７月13日（水）午後６時半過ぎ、小鶴の土肥商店の裏山が崩壊し、店舗や車庫を押しつぶし、県道宮原五木線の全幅を土砂や立木が覆いました。　議会も翌朝、現地を確認し、その凄まじさを目の当たりにし、驚きを隠せませんでした。現地で経営者の片山さんにお話を伺いましたが、自宅へ帰ってすぐ、大きな山が崩れるよう音がしたため、対岸の山と思われたそうですが、実際は店舗の裏山だったそうでした。帰宅後の数十分後の出来事で、片山さんや通行中の車両等も巻き込まれることなく「不幸中の幸い」でした。

池の鶴地区五木小川護岸工事現場宮園砂防堰堤現場（写真奥が堰堤建設予定地）

倒壊した土肥商店

県道宮原五木線をふさいだ立木 高さ約100ｍ、幅約60ｍの崩壊
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消防団の再編と自主防災組織の取

り組みは。木下議員（平成18年９月一般質問）

総務課長答弁＝平成21年までに組

織の見直しをしたいが団員確保と

のバランスも考慮したい。

団員確保とＯＢ団員を活用した団

の再編は。早田議員（平成22年６月一般質問）

村長答弁＝消防団の再編とＯＢ団

員の件も多方面から検討する。

消防団の現状認識は。

中村議員（平成23年３月一般質問）

村長答弁＝現団員の確保に努め継続し

たいが再編も考えなければならない。

消防団の再編はどうなっているのか。

中村議員（平成23年６月一般質問）

村長答弁＝平成23年度中に結論を

出したい。結果本年３月定例会において条

例改正が可決され、平成24年４月

１日より、再編された消防団構成

にて活動を実施。

消防団組織を改編

追跡あのことは

どうなった？

24年１月25日松尾野地区から

松尾野線改修工事の要望を受

け、経済常任委員長他４名の委

員、建設課長他１名、議会事務

局長、地区代表他１名で道路の

現状現地調査を行い、問題点等

の協議を行った。

幅員が狭く普通車の離合も困

難で路肩も下っている通学路と

しては危険であり、野石積もふ

くらんでおり危険で早急の対策

が必要である。

・補助事業で整備が必要である。

・用地等の問題等地区住民間の

意思疎通を図ること。

・通学する子供が多く早急な着

工が必要である。

・工法、ルート選択は担当課で

安価な方向で検討されたい。 当道路改良整備は長年の懸案

事項であり、幅員も狭く通学路

でもあり、危険状態であり、産

業振興にも寄与できる。委員会

としては、地元要望に添って早

期着工と完成を目指すよう提言

した。◎平成24年２月23日当委員会で

大分県竹田市のメロディー

ロードの現地調査を行った。

村道松尾野線現地調査経済常任委員会普通車も離合できない村道松尾野線（集落手前）

平成24年度入退団式

調査の経過問題点委員の意見

まとめ

五木村議会だよりNo.1002012年（平成24年）4月27日発行
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追跡あれから

どうなった？

県営林業大学校を開校（平成31年４月15日）

　村の基幹産業である林業に関係する人材育成、担い手確保の必要性を背景に、平成 28 年に村が県に要望をしていた「くまもと林業大学校」について、その後を追った。これまでの経緯　　議会でもこれまで県営の施設誘致等について度々意見や要望　　　↓　　平成28年6月、村が郡町村会へ要望したことを契機に熊本県へ　　　↓　　平成30年3月定例会の折に県営施設の可能性について村長答弁　　　↓　　平成30年12月定例会の一般質問で林業大学の現状について質問　　　↓　　平成30年12月 17日、熊本県と五木村が連携協力の協定を締結　　　↓　　平成31年 4月15日「くまもと林業大学校」開校（五木村県南校）　熊本県において昨年 8月に林業大学校の設置案が正式に了承され、同年11 月末から一般選考の生徒を募集開始。結果、第 1期生となる 17 人がこの春入校し、そのうち 6人は五木村を拠点とする県南校で学ぶこととなった。

座学受講のようす

入校者の皆さん（五木村役場にて）　

五木村議会だより　　���号 2019.4.26 発行五木村議会だより　　���号 2019.4.26 発行

・平成最後の当初予算（３月定例会）・次期、村長選は（一般質問）・村人インタビュー・平成最後の当初予算（３月定例会）・次期、村長選は（一般質問）・村人インタビュー （4月９日）ʬʃʬʃɈǍ༃౺

第25号　平成５年（1993）10月29日
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消
防
団
の
再
編
と
自
主
防
災
組
織
の
取

り
組
み
は
。

木
下
議
員
（
平
成
18
年
９
月
一
般
質
問
）

総
務
課
長
答
弁
＝
平
成
21
年
ま
で
に
組

織
の
見
直
し
を
し
た
い
が
団
員
確
保
と

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
た
い
。

団
員
確
保
と
Ｏ
Ｂ
団
員
を
活
用
し
た
団

の
再
編
は
。

早
田
議
員
（
平
成
22
年
６
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
消
防
団
の
再
編
と
Ｏ
Ｂ
団

員
の
件
も
多
方
面
か
ら
検
討
す
る
。

消
防
団
の
現
状
認
識
は
。

中
村
議
員
（
平
成
23
年
３
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
現
団
員
の
確
保
に
努
め
継
続
し

た
い
が
再
編
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
防
団
の
再
編
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

中
村
議
員
（
平
成
23
年
６
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
平
成
23
年
度
中
に
結
論
を

出
し
た
い
。

結
果

本
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
条

例
改
正
が
可
決
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月

１
日
よ
り
、
再
編
さ
れ
た
消
防
団
構
成

に
て
活
動
を
実
施
。

消
防
団
組
織
を
改
編

追跡
あ
の
こ
と
は

ど
う
な
っ
た
？

24
年
１
月
25
日
松
尾
野
地
区
か
ら

松
尾
野
線
改
修
工
事
の
要
望
を
受

け
、
経
済
常
任
委
員
長
他
４
名
の
委

員
、
建
設
課
長
他
１
名
、
議
会
事
務

局
長
、
地
区
代
表
他
１
名
で
道
路
の

現
状
現
地
調
査
を
行
い
、
問
題
点
等

の
協
議
を
行
っ
た
。

幅
員
が
狭
く
普
通
車
の
離
合
も
困

難
で
路
肩
も
下
っ
て
い
る
通
学
路
と

し
て
は
危
険
で
あ
り
、
野
石
積
も
ふ

く
ら
ん
で
お
り
危
険
で
早
急
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

・
補
助
事
業
で
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

・
用
地
等
の
問
題
等
地
区
住
民
間
の

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
。

・
通
学
す
る
子
供
が
多
く
早
急
な
着

工
が
必
要
で
あ
る
。

・
工
法
、
ル
ー
ト
選
択
は
担
当
課
で

安
価
な
方
向
で
検
討
さ
れ
た
い
。

当
道
路
改
良
整
備
は
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
幅
員
も
狭
く
通
学
路

で
も
あ
り
、
危
険
状
態
で
あ
り
、
産

業
振
興
に
も
寄
与
で
き
る
。
委
員
会

と
し
て
は
、
地
元
要
望
に
添
っ
て
早

期
着
工
と
完
成
を
目
指
す
よ
う
提
言

し
た
。

◎
平
成
24
年
２
月
23
日
当
委
員
会
で

大
分
県
竹
田
市
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

ロ
ー
ド
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

村
道
松
尾
野
線
現
地
調
査

経
済
常
任
委
員
会普通車も離合できない村道松尾野線（集落手前）

平
成
24
年
度
入
退
団
式

調
査
の
経
過

問
題
点

委
員
の
意
見

ま
と
め
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追
跡

あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
？

県
営
林
業
大
学
校
を
開
校
（
平
成
31
年
４
月
15
日
）

　村の基幹産業である林業に関係する人材育成、担い手確保の必要
性を背景に、平成 28 年に村が県に要望をしていた「くまもと林業
大学校」について、その後を追った。

これまでの経緯

　　議会でもこれまで県営の施設誘致等について度々意見や要望
　　　↓
　　平成28年6月、村が郡町村会へ要望したことを契機に熊本県へ
　　　↓
　　平成30年3月定例会の折に県営施設の可能性について村長答弁
　　　↓
　　平成30年12月定例会の一般質問で林業大学の現状について質問
　　　↓
　　平成30年12月 17日、熊本県と五木村が連携協力の協定を締結
　　　↓
　　平成31年4月15日「くまもと林業大学校」開校（五木村県南校）

　熊本県において昨年 8月に林業大学校の設置案が正式に了承され、同年
11 月末から一般選考の生徒を募集開始。結果、第 1期生となる 17 人がこ
の春入校し、そのうち 6人は五木村を拠点とする県南校で学ぶこととなっ
た。

座学受講のようす

入校者の皆さん（五木村役場にて）

五木村議会だより　　���号 2019.4.26 発行五木村議会だより　　���号 2019.4.26 発行
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消
防
団
の
再
編
と
自
主
防
災
組
織
の
取

り
組
み
は
。

木
下
議
員
（
平
成
18
年
９
月
一
般
質
問
）

総
務
課
長
答
弁
＝
平
成
21
年
ま
で
に
組

織
の
見
直
し
を
し
た
い
が
団
員
確
保
と

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
た
い
。

団
員
確
保
と
Ｏ
Ｂ
団
員
を
活
用
し
た
団

の
再
編
は
。

早
田
議
員
（
平
成
22
年
６
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
消
防
団
の
再
編
と
Ｏ
Ｂ
団

員
の
件
も
多
方
面
か
ら
検
討
す
る
。

消
防
団
の
現
状
認
識
は
。

中
村
議
員
（
平
成
23
年
３
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
現
団
員
の
確
保
に
努
め
継
続
し

た
い
が
再
編
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
防
団
の
再
編
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

中
村
議
員
（
平
成
23
年
６
月
一
般
質
問
）

村
長
答
弁
＝
平
成
23
年
度
中
に
結
論
を

出
し
た
い
。

結
果　

本
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
条

例
改
正
が
可
決
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月

１
日
よ
り
、
再
編
さ
れ
た
消
防
団
構
成

に
て
活
動
を
実
施
。

消
防
団
組
織
を
改
編

追跡
あ
の
こ
と
は

ど
う
な
っ
た
？

24
年
１
月
25
日
松
尾
野
地
区
か
ら

松
尾
野
線
改
修
工
事
の
要
望
を
受

け
、
経
済
常
任
委
員
長
他
４
名
の
委

員
、
建
設
課
長
他
１
名
、
議
会
事
務

局
長
、
地
区
代
表
他
１
名
で
道
路
の

現
状
現
地
調
査
を
行
い
、
問
題
点
等

の
協
議
を
行
っ
た
。

　

幅
員
が
狭
く
普
通
車
の
離
合
も
困

難
で
路
肩
も
下
っ
て
い
る
通
学
路
と

し
て
は
危
険
で
あ
り
、
野
石
積
も
ふ

く
ら
ん
で
お
り
危
険
で
早
急
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

・
補
助
事
業
で
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

・
用
地
等
の
問
題
等
地
区
住
民
間
の

　
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
。

・
通
学
す
る
子
供
が
多
く
早
急
な
着

　
工
が
必
要
で
あ
る
。

・
工
法
、
ル
ー
ト
選
択
は
担
当
課
で

　
安
価
な
方
向
で
検
討
さ
れ
た
い
。

　

当
道
路
改
良
整
備
は
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
幅
員
も
狭
く
通
学
路

で
も
あ
り
、
危
険
状
態
で
あ
り
、
産

業
振
興
に
も
寄
与
で
き
る
。
委
員
会

と
し
て
は
、
地
元
要
望
に
添
っ
て
早

期
着
工
と
完
成
を
目
指
す
よ
う
提
言

し
た
。

◎
平
成
24
年
２
月
23
日
当
委
員
会
で

　

大
分
県
竹
田
市
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

　

ロ
ー
ド
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

村
道
松
尾
野
線
現
地
調
査

経
済
常
任
委
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会普通車も離合できない村道松尾野線（集落手前）
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追
跡

あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
？

県
営
林
業
大
学
校
を
開
校
（
平
成
31
年
４
月
15
日
）

　村の基幹産業である林業に関係する人材育成、担い手確保の必要
性を背景に、平成 28 年に村が県に要望をしていた「くまもと林業
大学校」について、その後を追った。

これまでの経緯

　　議会でもこれまで県営の施設誘致等について度々意見や要望
　　　↓
　　平成28年6月、村が郡町村会へ要望したことを契機に熊本県へ
　　　↓
　　平成30年3月定例会の折に県営施設の可能性について村長答弁
　　　↓
　　平成30年12月定例会の一般質問で林業大学の現状について質問
　　　↓
　　平成30年12月 17日、熊本県と五木村が連携協力の協定を締結
　　　↓
　　平成31年4月15日「くまもと林業大学校」開校（五木村県南校）

　熊本県において昨年 8月に林業大学校の設置案が正式に了承され、同年
11 月末から一般選考の生徒を募集開始。結果、第 1期生となる 17 人がこ
の春入校し、そのうち 6人は五木村を拠点とする県南校で学ぶこととなっ
た。

座学受講のようす
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150号記念に寄せて

　

議
長　

岡
本　

精
二

　

村
民
の
皆
様
に
は
い
つ
も
議
会
だ

よ
り「
や
ま
め
」を
愛
読
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
で
発
刊
１
５
０
号
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
民

の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物
と
思
い
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
年
に
4
回
定
例
議
会
ご
と
に
発

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
木
村
議
会

広
報
委
員
会
4
名
の
皆
様
方
の
ご
苦

労
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

過
去
を
見
る
と
熊
本
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
努
力
賞

３
回
、
佳
作
１
回
、
特
別
賞
１
回
の

受
賞
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
議
会
広
報
作
成
に

は
、
記
事
の
分
か
り
や
す
さ
と
具
体

性
を
充
実
し
、
住
民
の
皆
様
が
ご
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
成
果
や
取
り
組
み
等
、

皆
様
の
声
を
取
り
入
れ
て
村
政
へ
の

参
加
意
識
を
高
め
て
、
住
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
密
に
し
た

内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

村
長　

木
下　

丈
二

　
「
や
ま
め
」
の
１
５
０
号
発
刊
を
記

念
し
、
第
1
号
を
昭
和
62
年
（
１
９

８
７
）
８
月
15
日
に
発
刊
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
五
木
村
の
行

動
を
お
伝
え
し
、
広
報
活
動
に
関
係

さ
れ
ま
し
た
議
員
各
位
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
木
村
は
「
流
水
型
ダ
ム
を
前
提

と
し
た
村
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
こ
れ
ま
で
村
の
振
興
計
画
を
様
々

な
観
点
か
ら
国
・
県
と
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
村
の
行
政

全
般
や
議
会
の
内
容
、
経
緯
、
活
動

状
況
な
ど
、
広
く
住
民
の
皆
様
へ
お

知
ら
せ
し
、
議
会
、
執
行
部
、
住
民

が
正
確
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、

最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
民
が
議

会
活
動
を
把
握
し
、
そ
れ
を
通
じ
て

行
政
全
般
の
動
向
を
知
り
え
る
媒
体

と
し
て
、
議
会
広
報
委
員
の
議
員
各

位
に
ご
苦
労
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
よ
り
充
実
し
た
広
報
紙
と

し
て
発
刊
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
と
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
士
舘
大
学
名
誉
教
授博

士
（
政
治
学
）

　

東
日
本
五
木
ふ
る
さ
と
会

　

会
長　

池
田　

十
吾

　

こ
の
度
、
五
木
村
議
会
広
報
紙
「
や

ま
め
」
が
、
１
５
０
号
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
機

会
に
、
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
議
会
は
、
明
治
29
年
４
月
、
伊
藤

博
文
内
閣
の
下
に
開
設
さ
れ
て
１
２

８
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
村
民
の
負
託
を
受
け
た
8
名

の
議
員
の
皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
を
き
め
細
や
か
に
捕
捉
す

る
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

議
会
に
お
け
る
活
発
な
議
論
は
、
村

の
発
展
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
紙「
や
ま
め
」を
読
む
と
、

五
木
村
の
真
実
の
歴
史
を
紐
解
く
こ

と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
ダ
ム
問
題

に
翻
弄
さ
れ
た
苦
渋
の
歴
史
を
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
、「
や
ま
め
」
は
議
会
活
動
を

広
報
す
る
と
同
時
に
、
村
が
直
面
す

る
諸
課
題
を
村
民
に
隈
な
く
知
ら
し

め
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、
ま

さ
に
行
政
の
監
視
と
共
に
議
会
制
民

主
主
義
の
根
幹
を
担
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
５
月
開
催
の
「
東
日
本
五
木

ふ
る
さ
と
会
（
東
京
会
場
）」
に
ゲ
ス

ト
と
し
て
ご
出
席
賜
り
ま
し
た
岡
本

議
長
様
に
よ
る
と
、
少
数
精
鋭
の
議

員
の
皆
様
が
「
新
た
な
五
木
村
作
り

の
振
興
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
る
」

と
の
力
強
い
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、「
五
木
村
発
展
に
向
け
る
百

年
構
想
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
会
員
一
同
は
、

五
木
の
未
来
が
明
る
く
活
性
化
す
る

具
体
的
な
施
策
に
よ
り
一
層
の
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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元
議
会
事
務
局
長　

和
田　

拓
也

　

五
木
村
議
会
事
務
局
長
を
拝
命
し

た
の
は
平
成
６
年
４
月
で
、
時
の
議

長
は
照
山
哲
榮
氏
で
あ
り
平
成
９
年

８
月
か
ら
議
長
に
宮
广
守
人
氏
が
就

任
し
、
４
年
間
で
２
人
の
議
長
に
仕

え
た
。

　

私
が
事
務
局
を
務
め
た
時
期
は
、
川

辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
本
体
着
工

は
認
め
て
な
い
も
の
の
、
関
連
事
業

が
進
む
な
か
、
議
会
と
し
て
は
ダ
ム

本
体
工
事
を
容
認
す
べ
き
か
ど
う
か
、

ま
た
そ
の
条
件
と
時
期
は
等
々
が
議

論
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
基
盤
整
備
と
振
興
策

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
噴
出
し
、
一

方
で
は
ダ
ム
建
設
の
議
会
対
応
め
ぐ

り
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
攻
勢

に
さ
ら
さ
れ
、
時
に
は
ダ
ム
対
策
特

別
委
員
会
で
紛
糾
す
る
場
面
や
、
執

行
部
と
の
意
見
が
異
な
る
こ
と
も
た

び
た
び
生
じ
、
ま
た
下
流
域
か
ら
は

ダ
ム
本
体
着
工
の
承
認
を
求
め
る
圧

力
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

　

議
長
は
国
・
県
・
村
・
学
識
経
験

者
で
組
織
し
た
「
子
守
唄
の
里
再
生

整
備
計
画
検
討
委
員
会
」
や
ダ
ム
関

連
の
委
員
会
等
々
の
委
員
と
し
て
参

加
を
求
め
ら
れ
多
忙
を
極
め
た
。

　

一
方
議
員
も
地
域
住
民
と
し
て
「
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
ン
計
画
―
子
守
歌
の
里

づ
く
り
計
画
―
」
の
立
案
に
向
け
て

地
域
座
談
会
へ
の
参
加
、
議
会
で
の

議
論
と
多
く
の
活
動
を
務
め
た
時
期

で
あ
っ
た
。

　

様
々
な
議
論
を
経
て
議
会
は
、
平
成

６
年
４
月
「
頭
地
代
替
地
土
地
利
用

計
画
や
頭
地
大
橋
の
位
置
」
に
つ
い

て
承
認
し
、
平
成
８
年
は
「
ダ
ム
本

体
着
工
の
同
意
」
や
振
興
計
画
、
水

没
地
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
等
を
決

議
し
て
い
る
。

　

当
時
を
振
り
返
る
と
、
ダ
ム
対
策

特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
選
任

を
め
ぐ
る
議
員
同
士
の
意
見
対
立
や
、

ダ
ム
に
反
対
す
る
団
体
と
の
対
応
で

紛
糾
す
る
な
ど
、
ダ
ム
建
設
是
非
の
最

終
場
面
と
し
て
議
員
各
自
が
持
つ
矜

持
が
端
的
に
表
れ
た
時
で
も
あ
っ
た
。

　

事
務
担
当
者
と
し
て
は
議
会
運
営

の
進
行
や
会
議
規
則
や
上
位
法
の
適

用
に
誤
り
が
な
い
よ
う
努
め
た
も
の

の
、
当
時
は
様
々
な
事
案
が
発
生
し
、

議
長
・
委
員
長
へ
の
的
確
な
助
言
に

困
る
場
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
平
成

元
年
に
自
治
大
学
（
地
方
自
治
体
職

員
研
修
機
関
）
で
研
修
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
期
に
全

国
町
村
議
長
会
事
務
局
職
員
や
各
町

村
で
議
会
事
務
の
経
験
者
が
お
り
、
多

く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

元
議
会
事
務
局
長　

兼
田　

昭
治

　

五
木
村
議
会
だ
よ
り
が
１
５
０
号

の
節
目
を
迎
え
た
と
の
こ
と
で
、
30

余
年
に
わ
た
り
編
集
に
携
わ
っ
て
来

ら
れ
た
歴
代
委
員
の
方
々
の
ご
労
苦

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
議
員
の
関
心
が
高

い
の
は
一
般
質
問
の
取
り
扱
い
で
す
。

質
問
者
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
書
か

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
当
時
は

議
員
数
も
10
人
と
多
く
、
ダ
ム
問
題

に
関
心
が
集
ま
り
質
問
者
も
多
か
っ

た
の
で
す
。
そ
の
た
め
最
初
の
頃
は

質
疑
応
答
を
な
ぞ
っ
た
会
議
録
の
よ

う
な
構
成
で
、
村
民
の
皆
様
に
「
気

軽
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
は
言
え

な
い
よ
う
な
紙
面
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
「
や

さ
し
い
議
会
だ
よ
り
」
と
い
う
一
冊

の
書
籍
で
す
。
著
者
は
長
年
、
議
会

広
報
の
現
場
を
見
聞
き
し
て
「
議
員

だ
よ
り
で
は
な
く
、
議
会
だ
よ
り
な

の
だ
か
ら
編
集
は
委
員
の
独
断
と
偏

見
で
や
っ
て
い
い
ん
で
す
。」
と
喝
破

さ
れ
ま
し
た
。
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る

思
い
が
し
ま
し
た
。

　

最
近
の
号
を
見
る
と
分
か
り
や
す

い
見
出
し
や
き
れ
い
な
写
真
な
ど
で
、

読
み
や
す
い
紙
面
構
成
に
な
っ
て
い

る
と
感
心
し
ま
す
。
広
報
委
員
の
方
々

の
今
後
よ
り
一
層
の
ご
精
進
を
お
祈

り
し
ま
す
。

昔の議会だよりを振り返る
― 元事務局長の思い出 ―
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　令和６年第３回定例会が９月10日から 11日まで開催。
　報告２件、専決処分の承認１件、人事案件１件、条例等の一部改正２件、補正予算３件、工事
請負契約締結２件、決算認定審査10件の合計２１件が上程された。
　令和５年度決算認定については、決算審査特別委員会を設置。委員長に早田議員、副委員長に
川邉議員を選出して審議することを決定した。
　報告は令和５年度財政健全判断比率、令和５年度公営企業資金不足比率については監査委員の
意見を付して報告。
　承認は専決処分で林道災害復旧工事の補正　3,060 万円
　諮問は人権擁護委員候補者の推薦。
　国民健康保険条例の一部改正および熊本県後期高齢者医療連合規約の一部改正は、現行の保険
証の廃止に伴いマイナ保険証移行に対応するため。

一般会計補正予算に

1億9,983万１千円を追加し、
総額48億6万9千円とする

補正予算を可決
こんなことが
決まりました

９ 月
定例会

【一般会計補正の主なもの】
総務費

小さな村ｇ７サミット業務委託料　１３０万円

商工費

商工振興補助金　４００万円
物産館　物産館仮店舗設置業務委託料　４００万円
温泉施設改修設計業務委託料　１０５０万円

災害復旧費

林道災害復旧費　６９００万円
村道災害復旧費　６３００万円

工事請負契約締結の案件は五木村役場庁舎空調設備改修工事　６９５３万円
IP告知放送システム機器更新工事　１億６９４０万円

　全議案とも全会一致で賛成可決した。
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―　第３回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

承認
第3号

専決処分の承認を求めることについて
（令和6年度五木村一般会計補正予算（第2号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案承認
全員賛成

諮問
第1号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
適任で
答申

議案
第56号 五木村国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第57号 熊本県後期高齢者医療連合規約の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第58号 令和6年度五木村一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第59号

令和 6年度五木村ダム対策事業特別会計補正予算（第
1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第60号 令和 6年度五木村介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第61号

工事請負契約の締結について（五木村役場庁舎空調設
備改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

議案
第62号

工事請負契約の締結について（IP 告知放送システム機
器更新工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
原案可決
全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

―　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

議案
第63号 令和 6年度五木村一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

令和６年第５回五木村議会臨時会
「衆議院議員選挙費用４５５万９千円」
　令和６年10月９日、令和６年第５回五木村議会臨時会を開会。
　会期を10月９日の１日限りとし、第50回衆議院議員総選挙にかかる補正予算455万9千円を追加し、総額
48億462万8千円にする1議案が上程され議会にて審議した。この議案について全会一致で可決した。
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
子

育
て
支
援
、教
育
環
境
の
充
実
、保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
等
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

4
月
か
ら「
子
守
唄
の
里

五
木
村
こ
ど
も
子
育
て
応
援
宣

言
」の
運
用
が
始
ま
り
、各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
切
れ
目
な
い

総
合
的
な
支
援
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
。ま
た
小
中
連
携
教
育

の
義
務
教
育
学
校
を
目
指
し
、準

備
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

県
内
の
消
滅
予
想
自
治
体

の
対
象
か
ら
五
木
村
が
外
れ
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

様
々
な
村
政
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、村
内
の
各
企
業
の

皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
若
者
、特

に
女
性
の
方
が
増
え
、人
口
減
少

の
傾
斜
が
若
干
緩
や
か
に
な
っ
た

こ
と
で
評
価
さ
れ
た
と
捉
え
て
い

る
。

生
活
拠
点
の
集
約
化
や
村

民
の
要
望
に
多
か
っ
た
介
護
施
設

等
の
充
実
に
つ
い
て
、現
状
は
。

村
の
現
状

と
将
来
を
見
据
え
、土
地
の
選
定
、

介
護
施
設
の
形
態
、担
い
手
、整
備

後
の
介
護
保
険
料
に
与
え
る
影
響

等
、総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

自
宅
と
社
協
な
ど
の
二

拠
点
を
提
案
し
な
が
ら
、住
民
の

ニ
ー
ズ
や
思
い
に
沿
っ
た
形
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。集
落
再
編
に

つ
い
て
も
住
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

持
続
可
能
な
交
通
手
段

の
構
築
に
つ
い
て
、路
線
バ
ス
廃

止
後
の
交
通
手
段
の
確
保
や
村
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

交
通
体
系
に
つ
い
て
検
討

が
続
い
て
お
り
、令
和
6
年
度
中

に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
。

防
災
力
強
化
、防
災
体
系

の
見
直
し
と
新
た
な
時
代
を
見
据

え
た
安
心
安
全
の
確
保
に
関
し

て
、具
体
的
な
計
画
や
進
捗
状
況

今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

防
災
対
策
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、土
砂
災
害
に
特
化
し

た
五
木
型
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
構

築
、防
災
訓
練
、防
災
講
話
、避
難

情
報
の
周
知
方
法
の
改
善
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。公
共
施
設
の
利

活
用
に
よ
る
避
難
所
の
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

『新たな五木村振興計画』をど
う進めていくのか
木下村長　村民の雇用反映し確実に進めていく

髙
田
保
健
福
祉
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

防災マップ（五木村ＨＰからダウンロード可能）

村政
を
問う
一般質問

中村 俊也 議員
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最
近
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
薬
害
が
全
国
的
に
相
当
報
道
さ

れ
て
い
る
。
今
回
も
10
月
か
ら
新

た
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
る
よ
う
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で

開
発
さ
れ
、ベ
ト
ナ
ム
で
治
験
（
臨

床
実
験
）
が
行
わ
れ
た
レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の
両
国
と
も

承
認
し
て
い
な
い
。
世
界
中
ど
の

国
も
承
認
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を

日
本
国
は
輸
入
し
て
承
認
し
国
民

に
接
種
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

村
長
の
見
解
は
。

詳
し
く
は
担
当
課
長
か
ら

説
明
を
さ
せ
た
い
。

レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
市
町
村

に
は
現
在
の
と
こ
ろ
説
明
は
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
近
い
段

階
で
承
認
さ
れ
る
と
聞
い
て
は
い

る
が
、
今
回
は
使
用
し
な
い
予
定

で
あ
る
。こ

の
ワ
ク
チ
ン
は
ベ
ト
ナ

ム
の
治
験
で
は
18
人
の
死
亡
事
故

が
あ
る
。
ま
た
接
種
し
た
人
の
呼

吸
や
汗
な
ど
か
ら
他
人
に
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
レ
プ

リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人

は
、
入
店
禁
止
な
ど
の
店
や
病
院

が
続
出
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

今
年
度
は
接

種
の
状
況
を
確
認
し
た
い
。
今
回

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
、
モ
デ
ル
ナ
製
、

第
一
三
共
製
、
武
田
薬
品
製
の
中

か
ら
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方
に
選

択
い
た
だ
い
て
接
種
し
た
い
。

大
通
り
ト
ン
ネ
ル
が
で
き

る
と
宮
原
ま
で
30
分
く
ら
い
で
行

け
る
よ
う
に
な
る
が
、
村
長
と
し

て
国
県
に
要
望
し
た
こ
と
は
あ
る

の
か
。

検
証
の
結
果
を
早
く
村
に

知
ら
せ
て
欲
し
い
と
県
に
お
願
い

し
て
い
る
。
文
書
と
し
て
も
国
県

に
は
伝
え
て
あ
る
。
県
か
ら
伺
っ

て
い
る
話
で
は
地
形
勾
配
等
を
考

慮
し
な
が
ら
何
ル
ー
ト
か
検

討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

代
替
地
の
平
場
造

成
は
ど
こ
を
ど
れ
だ
け
い
つ

ま
で
に
や
る
の
か
。

場
所
の
確
定
を
早

く
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
と

思
っ
て
い
る
。
整
備
時
期
に

つ
い
て
は
ダ
ム
事
業
が
完
成

す
る
ま
で
実
施
し
た
い
と
説

明
を
受
け
て
い
る
。

溝
の
口
辺
り
を
盛

土
し
て
造
成
す
る
予
定
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
中
心
地
で
あ

る
頭
地
地
区
の
左
岸
側
を
開

か
な
い
と
高
齢
化
で
対
岸
ま

で
行
く
の
が
厳
し
く
な
っ
て

く
る
の
で
、
早
く
開
い
て
過

疎
地
区
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

方
で
、
希
望
者
は
頭
地
に
住

め
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
。

平
場
の
造
成
地
は

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
住
民
に

早
く
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村政
を
問う
一般質問

田山 淳士 議員

10月から始まるコロナワクチン接種
はレプリコンワクチンを使うのか
髙田保健福祉課長　このワクチンは今回は使用
　　　　　　　　　しない予定である

質
問

保
健
福
祉
課
長

髙
田
保
健
福
祉
課
長

盛土予定地移転先が検討されるヴィラ
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五木村のマイタイムラインは
木下村長　取組を進めている

村政
を
問う
一般質問

五
木
村
の
防
災
対
策
の
基

本
方
針
は
。

毎
年
６
月
下

旬
に
五
木
村
の
防
災
会
議
を
開
催

し
五
木
村
防
災
計
画
書
が
あ
る
。

基
本
方
針
は
記
載
し
て
な
い
が
、

災
害
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、避
難

計
画
を
ど
う
す
る
と
い
う
こ
と
を

記
載
し
て
あ
る
。

昨
年
五
木
村
独
自
の「
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
た

い
と
あ
っ
た
が
、ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。五

木
独
自
の
土
石
流
に
対

応
し
た
村
の「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」を
作
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、

今
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

避
難
へ
の
周
知
の
方
法
で

高
齢
者
や
独
り
住
ま
い
の
方
へ
の

周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。

基
本
、防
災
無
線

で
行
う
。ま
た
携
帯
電
話
を
使
っ

た
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、今
後
各
家
庭

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
の
で

そ
の
方
法
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

今
回
テ
レ
ビ
地
上
波
が

一
時
中
断
し
た
。し
か
し
10
チ
ャ

ン
ネ
ル（
い
つ
き
ち
ゃ
ん
ネ
ル
）は

映
っ
て
い
た
の
で
そ
の
情
報
伝
達

は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

大
通
峠
の
受
信
機

へ
の
電
線
が
切
れ
て
地
上
波
の
受

信
が
一
時
中
断
し
た
。少
し
遅
れ

た
が
道
路
情
報
、地
上
波
の
電
波

が
中
断
し
て
い
る
情
報
は
流
し

た
。交

通
安
全
対
策
に
つ

い
て

五
木
村
の
交
通
安
全
対
策

の
基
本
方
針
は
。五

木
村
独
自
、単

体
で
の
基
本
方
針
は
定
め
て
は
い

な
い
。五
木
村
の
交
通
安
全
協
議

会
を
設
置
し
て
毎
年
会
議
を
行
っ

て
い
る
。。道

路
交
通
法
で
は
横
断
歩

道
の
と
こ
ろ
に
歩
行
者
が
い
た
場

合
、車
は
止
ま
り
歩
行
者
を
優
先

す
る
と
あ
る
。現
状
は
通
過
し
て

い
る
の
が
み
ら
れ
る
が
、ど
う
思

う
か
。

川
辺
川
工
事
事
務
所
な
ど

が
音
頭
を
取
っ
て
も
ら
い
協
議
会

を
つ
く
り
工
事
関
係
車
両
に
つ
い

て
は
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
の
観
光
客
へ
の
啓
発
は
一

度
、交
通
安
全
協
議
会
と
も
意
見

交
換
を
し
た
い
。

最
近
小
さ
な
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。紅
葉
時
期
に
も
な
る

の
で
交
通
安
全
の
注
意
喚
起
を
県

と
も
す
べ
き
で
は
。

県
と
の
協
議
は
、五
木
の

新
た
な
振
興
計
画
の
中
で
も
国
道

の
白
線
の
引
き
直
し
、道
路
の
維

持
管
理
も
土
木
で
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。交
通
標
識
、横
断
歩

道
に
つ
い
て
は
人
吉
警
察
署
と
も

協
議
を
お
願
い
し
た
い
。

以
前
、村
で
は「
昼
間
ラ
イ

ト
点
灯
運
動
」を
行
っ
て
い
た
。再

度
、周
知
を
行
い
事
故
防
止
対
策

と
し
て
、エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と

点
灯
す
る
デ
イ
ラ
イ
ト
の
補
助
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

住
民
の
要
望
が
あ

れ
ば
、今
後
検
討
し
た
い
。

昼
間
点
灯
運
動
の
看
板
や

地
区
名
看
板
の
改
修
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。ま
た
、地
区
名
の
フ

リ
ガ
ナ
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
出
来

な
い
か
。村

内
の
状
況
を
確
認
し
て

ロ
ー
マ
字
表
記
も
検
討
し
た
い
。

ま
た
、五
木
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
表
記
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

竹
村
総
務
課
長

早田 吉臣 議員
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第
３
回
を
迎
え
る
中
学
生
議
会
が
令
和
６
年
９
月
24
日
火
曜
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
木
中
学
校
の
３
年
生
８
名
が
五
木
村
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
村
の
執
行

部
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
心
に
残
っ
た
質
問
と
答
弁
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

五
木
源
パ
ー
ク

は
五
木
村
で
も
観

光
客
が
多
く
訪
れ

る
場
所
で
す
。
そ

ん
な
場
所
が
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
五
木
源
パ
ー

ク
を
移
転
す
る
際
に
同
じ
規
模
の
平
場

は
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
、
具
体

的
な
案
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
下
村
長　

今
の
と
こ
ろ
20
ha
程
度
の

平
場
は
確
保
で
き
て
い
る
。
具
体
的
な

こ
と
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

　

五
木
村
は
、

進
学
後
に
村

を
出
て
い
く

方
が
多
く
、

少
子
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
企
業
誘
致
を
し

て
、
働
く
場
を
増
や
す
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
県
内
で
も
様
々
な

自
治
体
で
誘
致
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
人
口
増
加
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

木
下
村
長　

現
在
も
働
き
口
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
て
も
ら

い
た
い
。

新
坂
祐
斗
さ
ん

柳
川
範
斗
さ
ん

ਛ
ቇ
↢
⼏
ળ
⾰
⇼
ᔕ
╵

　

今
、
義
務

教
育
学
校
の

開
校
の
予
定

が
令
和
８
年

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

小
学
校
の
移
転
や
校
舎
の
改
修

工
事
は
、
こ
の
準
備
期
間
の
短

さ
で
は
個
人
的
に
心
配
で
す
。

今
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

西
教
育
長

10
月
10
日
に
水
上

学
園
や
球
磨
清
流
学
園
に
視
察

に
行
く
。
令
和
８
年
度
に
分
離

型
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
令
和
９

年
度
か
ら
本
格
的
に
開
校
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
村
雄
人
さ
ん

様々な使い方をされる五木源パーク

　

令
和
８
年
度
か
ら
義
務

教
育
学
校
に
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
五
木
東
小
の

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
五
木

東
小
校
舎
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て

い
る
の
で
、
そ
こ
を
生
か
し
て
旅
館
や
フ
ー
ド

コ
ー
ト
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
を
建
設

す
る
こ
と
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

木
下
村
長　

現
在
検
討
中
。
地
域
未
来
留
学
や

山
村
留
学
で
の
利
用
や
様
々
な
研
修
な
ど
、
交

流
の
場
と
し
て
利
活
用
す
る
予
定
。

蓑
田
悠
太
さ
ん

新たな活用も考えなければならない東小学校

人
さ
ん
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五
木
に
作
る
平

場
の
活
用
で
観
光

農
園
を
作
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
観
光
農
園
に
は
五
木
の
椿
、
銀

杏
、
ひ
ま
わ
り
、
紅
葉
、
福
寿
草
な
ど

四
季
折
々
の
植
物
を
展
示
し
て
一
年
中

人
が
集
ま
る
よ
う
し
た
い
で
す
。

木
下
村
長　

新
た
な
振
興
計
画
の
一
部

と
し
て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

協
議
会
に
提
案
し
た
い
。

　

五
木
村
は
、
現

在
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
村
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
ま
す

が
、
視
聴
者
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
返

信
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

返
信
を
す
る
だ
け
で
も
視
聴
者
が
増

え
、
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。 

竹
村
総
務
課
長　

現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多

岐
に
渡
っ
て
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
る
。
今
後
は
総
務
課
だ
け
で
な
く

役
場
全
体
で
や
る
。

　

私
は
焼
畑
を
一

般
の
方
に
更
に
広

く
呼
び
掛
け
て
ほ

し
い
で
す
。
焼
畑

の
準
備
に
は
お
金
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
情
報
発
信
の
強
化
や
規
模
拡
大

の
た
め
の
機
械
の
購
入
な
ど
の
支
援
を

お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
尾
教
育
課
長　

火
を
使
う
問
題
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
あ
り
、
百
人
程

度
が
限
界
な
の
で
、
規
模
拡
大
は
難
し

い
。
ヒ
ス
ト
リ
ア
テ
ラ
ス
五
木
谷
の
焼

畑
の
展
示
な
ど
を
利
用
し
て
焼
畑
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
た
い
。

　

村
民
の
方
が

村
外
で
よ
く
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
し
て
い
る

姿
を
見
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
村
と
区

別
化
す
る
た
め
に
新
た
に
五
木
村
に

し
か
な
い
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

木
下
村
長　

村
内
の
ゴ
ル
フ
人
口
は

増
え
て
お
り
、
健
康
維
持
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
よ
く
ゴ
ル
フ
を
す
る
方
が

多
い
の
で
練
習
場
の
建
設
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
規
模
、
場
所
は
未
定
。

黒
木
瞳
子
さ
ん

杉
本
麻
美
さ
ん

豊
永
愛
浬
さ
ん

永
井
愛
結
さ
ん

きれいな川を残したい

2022年の焼畑の様子

ゴルフ練習場もできるのでは
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現
在
は
、
五
木
村
の
少
子
高
齢
化
の
寂

し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
の
8
月
1
日
か
ら
五
木
村
役

場 

教
育
委
員
会
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

転
手
と
し
て
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
仕
事
の
中
で
私
の
願
い
は
一
人
で

も
多
く
の
子
供
た
ち
が
残
っ
て
働
け
る
職

場
、
村
外
か
ら
若
者
た
ち
が
帰
っ
て
来
ら

れ
る
色
々
な
職
場
が
あ
っ
た
ら
と
て
も
幸

せ
だ
ろ
う
な
と
想
像
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
村
外
で
働
く
若
者
た
ち

の
給
与
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
も
4
人
の
子
供

が
い
ま
す
が
、
私
は
一
人
で
も
多
く
の
家

族
と
生
活
が
で
き
た
ら
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
一
人
で
も
多
く
の
移
住
者
が
働
け

る
い
ろ
い
ろ
な
職
場
が
増
え
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

①
こ
れ
か
ら
五
木
村
は
ど
う
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
？

　

依
頼
を
受
け
て
相
当
悩
み
ま
し
た
。
五

木
村
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
一
言
で
は

語
れ
な
い
課
題
で
す
。
私
、
こ
の
度
、
五

木
村
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任

い
た
だ
き
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
組
合
運
営
に
あ
た

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
で
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
全
て
の

経
済
活
動
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
森
林

組
合
に
お
い
て
も
同
様
で
、
森
林
整
備
員

は
現
在
18
名
で
す
。

　

村
内
外
か
ら
８
社
約
50
名
の
協
力
事
業

体
の
協
力
に
よ
り
必
要
な
事
業
量
を
確
保

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
合
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
考
え
ま
す
と
、
五
木
村
の

森
林
の
守
り
人
で
あ
る
森
林
組
合
の
森
林

整
備
員
を
増
や
し
、
健
全
な
山
を
つ
く
り

〇
五
木
村
に
望
む
こ
と

　

五
木
村
の
将
来
に
つ
い
て
は
現
状
か
ら

す
る
と
厳
し
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
が
減
少
す
る
中
、
昔

に
比
べ
る
と
活
気
が
薄
れ
て
い
ま
す
。
私

は
で
き
る
だ
け
村
内
の
人
た
ち
に
声
掛
け

を
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
が
、 

村
内
を
移
動
す
る
中
で
気
に
な

る
の
は
最
近
の
自
然
災
害
で
の
路
面
の
悪

化
、危
険
な
落
石
な
ど
危
惧
し
て
い
ま
す
。

自
然
が
豊
富
で
広
大
な
五
木
村
は
村
外
の

人
た
ち
か
ら
見
た
ら
魅
力
あ
る
財
産
だ
と

思
い
ま
す
。
観
光
客
誘
致
を
す
る
た
め
に

は
環
境
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
高
齢
者
が
半
数
を
超
え
る
村
で

皆
が
明
る
く
元
気
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
は

も
っ
と
若
い
世
代
と
の
交
流
の
場
を
設
け

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
昔
の
活
気

を
取
り
戻
し
た
い
、
夢
の
あ
る
活
気
を
。

安
心
し
て
住
め
る
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

②
五
木
村
議
会
に
望
む
こ
と

　

議
員
の
皆
様
に
は
、
村
民
の
代
表
と
し

て
、
村
政
に
村
民
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
議
論
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
の
高
齢
化
し
て
い
る
現
状
を
見
ま

す
と
、ま
さ
に
五
木
村
の
人
口
が
減
少
し
、

若
者
が
少
な
く
議
会
に
若
者
が
立
候
補
し

た
く
て
も
仕
事
優
先
に
な
っ
て
し
ま
う
現

状
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
村
内
の
若
者
た

ち
と
意
見
交
換
な
ど
行
い
、
議
員
報
酬
額

の
ア
ッ
プ
や
会
社
等
に
勤
務
し
な
が
ら
議

員
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
見
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
の

議
会
議
員
選
挙
に
若
者
が
登
場
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

岩本安弘さん
（栗鶴地区）54歳

下内泰臣さん
（山口地区）65歳

石田義幸さん
（下梶原地区）76歳

林業は五木村の主要産業

私も一言



〇
議
会
に
望
む
こ
と

　

村
議
会
の
皆
さ
ん
に
望
む
こ
と
は
日

常
、大
変
お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

五
木
村
は
広
大
な
面
積
の
中
に
家
が
点
在

し
全
地
区
訪
問
す
る
の
は
困
難
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

で
き
ま
し
た
ら
ば
常
会
な
ど
毎
月
あ
り

ま
す
の
で
議
員
の
方
に
は
ご
足
労
い
た
だ

き
意
見
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
政
策
に
反

映
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
に
も
関
係
す
る
と
思
い
ま

す
が
村
の
行
事
な
ど
も
縮
小
・
廃
止 
と

な
り
、
村
民
が
集
う
場
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
人
口
も
減
少
し
寂
し
い
限
り

で
す
。
で
き
ま
し
た
ら
村
民
、
皆
が
参
加

で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
計
画
が

で
き
た
な
ら
と
思
い
ま
す
。

園田　望さん
（頭地地区）28歳
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〇
五
木
村
に
望
む
こ
と
。

　

今
後
、
も
っ
と
五
木
村
に
住
む
人
や
訪

れ
る
人
が
増
え
、
活
気
の
あ
る
村
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
五
木
村
の
人
口
は
８
０
０
人
程

度
と
昔
と
比
べ
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
豊
か
な
山
間
に

囲
ま
れ
川
辺
川
と
い
う
日
本
一
水
質
の
良

い
清
流
が
流
れ
る
人
吉
球
磨
で
も
限
ら

れ
た
地
域
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
そ

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
五
木
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
熊
本
県
は
新
し
く
台
湾
の
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
半
導
体
製
造
工
場
が
作
ら
れ
た
影

響
か
ら
か
、
熊
本
市
内
な
ど
を
訪
れ
る
と

電
車
内
や
商
業
施
設
な
ど
で
非
常
に
多
く

の
外
国
人
観
光
客
を
お
見
か
け
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
五
木
村
を
は
じ
め
県
南

地
域
に
は
そ
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
と
思
う
の
で
、
自
然
を
生
か
し
た
レ

ジ
ャ
ー
施
設
や
ク
ネ
ブ
や
し
い
た
け
な
ど

の
農
林
産
物
な
ど
の
食
事
や
お
土
産
物

を
、
今
以
上
に
充
実
さ
せ
都
会
で
は
経
験

で
き
な
い
五
木
村
な
ら
で
は
の
良
さ
を
村

民
と
し
て
も
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

〇
議
会
に
望
む
こ
と

　

ま
ず
は
五
木
村
を
訪
れ
る
方
々
を
増
や

す
取
り
組
み
に
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
上

で
五
木
村
が
住
み
や
す
く
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
特
に
五
木
村
で
暮
ら
す
上

で
は
労
働
環
境
の
確
保
改
善
が
最
重
要
項

目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
五
木
村
で
林
業
に
携
わ
る
仕

事
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
五
木
村
の
主
要

産
業
の
一
つ
で
あ
る
林
業
で
す
が
近
年
で

は
担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題

が
あ
り
、
新
規
に
林
業
に
就
職
し
よ
う
と

い
う
若
い
方
は
め
っ
た
に
お
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

林
業
は
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
中
で
も
労
働

災
害
や
死
亡
事
故
が
特
に
多
い
危
険
な
仕

事
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
木
材
の
市
場
価

格
や
労
働
者
の
賃
金
水
準
も
低
い
の
が
現

状
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
ま
ま
の
環
境
が
10

年
20
年
と
続
い
て
い
け
ば
、
今
以
上
に
労

働
者
不
足
を
引
き
起
こ
し
五
木
村
の
土
地

の
9
割
を
も
占
め
る
山
林
の
環
境
保
全
、

ひ
い
て
は
私
た
ち
の
居
住
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

議
会
の
方
々
に
は
村
に
対
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
観
点
か
ら
林
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
労
働
環
境
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
革

新
的
な
提
案
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

菊陽町に進出したTSMC（google mapより）

通行に支障のある落石が多い（下梶原）

災害から復旧が遅れている道
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令
和
3
年
4
月
に
菊
池
市
か
ら
移
住

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
4
年
目

に
な
り
ま
す
。
同
年
9
月
に
は
「
五
木
村

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」
開
設
校
し
、
翌
年

に
は
「
パ
ル
セ
ー
シ
ョ
ン
合
同
会
社
」
を

設
立
し
、
五
木
村
の
発
展
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
に
五
木
村
の
観
光
活

性
化
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
操

縦
体
験
や
空
撮
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
村

民
と
の
交
流
も
「
移
動
式
お
茶
屋
さ
ん
」

や
「
竹
と
ん
ぼ
会
」
を
通
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

村
内
に
設
立
し
た
会
社
は
平

日
5
時
以
降
や
休
日
に
活
動
し
、
ド
ロ
ー

ン
ス
ク
ー
ル
運
営
と
国
家
資
格
が
取
得
で

き
る
ス
ク
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
前
に
孫
が
で
き
て
毎
日
で
も
会
い

た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
趣
味
や
好

き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
の
で
、
大

自
然
の
中
で
集
中
し
て
仕
事
が
で
き
る
こ

と
は
と
て
も
満
足
で
き
、
困
っ
た
時
に
は

手
助
け
し
て
く
れ
る
先
輩
や
仲
間
も
で

き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
村
や
議

14令和６年10月31日発行

平山光信さん
（頭地地区）61歳

会
に
対
し
、
ダ
ム
問
題
や
人
口
減
少
を
マ

イ
ナ
ス
に
捉
え
ず
、
縮
小
し
な
が
ら
で
も

発
展
で
き
る
仕
組
み
と
希
望
を
持
て
る
政

策
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。
五
木
村
ら
し
い

高
齢
者
社
会
を
進
む
た
め
に
、
若
い
世
代

が
提
案
し
や
す
い
環
境
と
、
年
配
の
方
が

活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
政
策
の
推
進
を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

て
ほ
し
い
で
す
。
理
由
と
し
て
ダ
ム
建
設

は
観
光
客
を
呼
ぶ
機
会
に
も
な
る
と
考
え

ま
す
。
一
級
河
川
で
あ
る
川
辺
川
は
、
日

本
三
大
急
流
で
あ
る
球
磨
川
の
上
流
と
な

り
、
ダ
ム
に
興
味
を
持
っ
て
五
木
村
へ
観

光
に
来
る
方
も
今
後
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
ダ
ム
以
外
の
場
所
で
も
五
木
村

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
増
加
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
五
木
村
に
住
む
住
民
は
五
木
村
で

の
買
い
物
が
難
し
く
、
人
吉
や
八
代
な
ど

の
遠
く
離
れ
た
場
所
へ
買
い
物
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
商
業
施
設
を
作

る
こ
と
は
地
域
住
民
の
五
木
村
へ
の
還
元

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

商
業
施
設
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
五
木
に
ど
う
な
っ
て
ほ
し

い
か

　

五
木
村
の
発
展
を
望
み
ま
す
。
現
在
の

五
木
村
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
の
減

少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ

に
加
え
ダ
ム
の
建
設
も
あ
り
、
不
安
も
大

き
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
五
木
村
に
は
発
展

し
て
行
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
策
が
考
え
ら
れ
今
実
行
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
の
増
加
や
五
木

村
の
安
定
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
さ
ら
に

良
い
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
の
制
度
を
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
で
す
。
五
木
村
に
は
様
々
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
の
で
魅
力
を
生
か
し
、

五
木
村
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
観
光
客
を
呼

び
寄
せ
、
地
域
住
民
も
よ
り
よ
く
暮
ら
せ

る
未
来
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。

〇
議
会
に
望
む
こ
と

　

五
木
村
の
発
展
の
た
め
に
、
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
商
業
施
設
の
検
討
を
進
め

嶽本龍之介さん
（下谷地区）25歳

紅葉が魅力の五木

リニューアルする道の駅
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①
こ
れ
か
ら
五
木
村
は
ど
う
な
っ
て
欲
し

い
で
す
か
？

　

も
っ
と
、
便
利
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
五
木
村
の
人
口
が
増
え

な
い
の
は
、不
便
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
に
、
商
業
施
設
を
作
っ
て
欲

し
い
で
す
。
五
木
村
は
買
い
物
が
で
き
る

店
が
と
て
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

観
光
客
の
た
め
に
様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
考
え
ら
れ
、
観
光
客
が
増
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
五
木
村
に
住
む
住
民
の
こ

と
も
考
え
、
気
軽
に
な
ん
で
も
揃
う
よ
う

な
商
業
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
私
は
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
五
木
村
の
店
は
、
夕
方
に
は
閉

ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、
夜
も
空
い
て
い
る

よ
う
な
店
が
ほ
し
い
で
す
。
緊
急
時
や
子

供
の
買
い
忘
れ
な
ど
が
あ
る
際
、
人
吉
や

八
代
方
面
へ
出
か
け
て
買
い
物
を
す
る
家

庭
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
五
木
村
に
商
業
施
設
を
作
る
こ
と

で
、
住
民
に
と
っ
て
便
利
に
な
る
と
思
い

松永　望愛さん
（八原地区）18歳
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ま
す
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
五
木
村
に

住
む
住
民
の
た
め
に
も
、
村
を
よ
り
良
く

し
て
ほ
し
い
で
す
。

②
五
木
村
議
会
に
望
む
こ
と

　

若
者
が
、
よ
り
五
木
村
の
議
会
に
興
味

が
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
現

段
階
で
議
会
に
出
る
方
に
、
若
者
が
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
長
期
的
に
見
て
こ
れ
か

ら
高
齢
の
方
は
議
会
へ
の
出
席
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
五
木
村
が
続
く
た
め

に
、
若
者
も
議
会
に
参
加
し
、
五
木
村
を

支
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
若
者
が
議
会
に
興
味
が
も
て
る
よ

う
工
夫
を
し
て
欲
し
い
で
す
。
私
自
身
、

五
木
村
の
議
会
に
対
し
て
の
関
心
が
薄
い

で
す
。
ま
ず
、
若
者
が
議
会
に
つ
い
て
知

る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。
以
前
か

ら
五
木
村
の
中
学
生
が
議
会
に
参
加
す
る

機
会
が
作
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
も
そ
れ
を
継
続
さ
せ
、
ま
た
議
会
に

つ
い
て
説
明
す
る
場
を
小
学
校
や
中
学

校
、
高
校
で
設
け
る
等
す
る
こ
と
で
、
議

会
へ
の
興
味
は
湧
く
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

大
人
も
議
会
に
興
味
を
持
て
る
場
を
設
け

る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
方
法
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、
若
者
が
議
会
へ
興
味
を
持
て

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

五木の自然を活用したさまざまなアクテビティ
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端海野地区
　世帯数２
　男性3名
　女性2名

子別峠地区
3地区合計
　世帯数15
　男性13名
　女性14名
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印刷会社とやまめの編集を行う広報委員（中村委員は欠席）
左より田山広報委員長、協和印刷、川邉委員、園田委員

五
木
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会
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次
回
の
定
例
会
は
12
月
上
旬
の
予
定
で

す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

暑
い
暑
い
異
常
気
象

だ
っ
た
今
年
の
夏
も

や
っ
と
終
わ
り
、
涼
し

い（
寒
い
か
も
）季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
ね
、
今
か
ら
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
広
報
紙（
議
会
だ
よ
り
）も
発
行
１

５
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
い
ろ

ん
な
方
々
の
協
力
の
も
と
発
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら

え
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
創
刊
号

は
昭
和
62
年
で
37
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
頃
発
行
さ
れ
た
も
の
を
見
て
み
ま

す
と
当
時
の
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
の
い

ろ
ん
な
ご
苦
労
が
、
見
え
て
き
ま
す
。

今
で
は
広
報
委
員
会
も
毎
年
専
門
家
の

先
生
か
ら
指
導
を
受
け
て
研
修
を
重
ね

て
き
ま
し
た
、
ま
だ
ま
だ
で
す
が
何
と

か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
近
年
日
本
も
含

め
て
世
界
中
で
い
ろ
ん
な
事
件
や
災
害
、

騒
動
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

今
年
も
終
わ
り
ま
す
が
、
来
年
こ
そ
い

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て

結
び
と
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
議
会
だ

よ
り
を
ご
ひ
い
き
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

田
山　

淳
士

議会の動き（7月～9月）
１日 定例全員協議会（全議員）
  川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
  広報委員会（第2回）（各委員）

  ５日 県庁繊月会（岡本議長）
10日 一般国道445号道路整備促進期成会総会（岡本議長）
 一般国道熊本宮崎線道路整備促進期成会総会（岡本議長）
 球磨川上中流域改修期成会総会（岡本議長）
 川辺川ダム建設促進協議会総会（岡本議長）
11日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
 定例郡議長会議（岡本議長）
16日 ひかり輝く新たな五木村振興計画確認式（各議員）
17日 県監査委員協議会臨時総会・研修会（田山監査委員）
18日 広報委員会（第3回）（各委員）
22日 令和5年度決算審査開始日（田山監査委員）～ 23日
23日 県常任委員長・議運委員長研修会　藤本総務常任委員長・
 川邉経済常任委員長・中村議会運営委員長
 県道五木湯前線幸野染田線改良貫通促進期成会総会　岡本
 議長・川邉経済常任委員長
24日 広報委員会（全委員）
29日 例月監査（田山監査委員）
30日 決算審査（田山監査委員）

１日 決算審査（田山監査委員）
２日 県道小鶴原女木線改良貫通促進期成会総会
  （岡本議長）

  ５日 決算審査（田山監査委員）
  ６日 議員村内視察（各議員）
 定例全員協議会（全議員）

 人吉下球磨消防組合議会全員協議会（川邉議員）
  ７日 決算審査（田山監査委員）
  ９日 定例郡議長会議（岡本議長）　
19日 人吉下球磨消防組合議会全員協議会・臨時会（川邉議員）
 決算審査（田山監査委員）～２０日
21日 広域行政組合第3回定例会（田山・西村議員）
22日 臨時全員協議会（全議員）
 広報委員会（全委員）
23日 例月監査（田山監査委員）
 決算審査（田山監査委員）
27日 県正副議長研修会（岡本議長・中村副議長）
30日 第2回人吉球磨広域行政組合決算特別委員会（田山議員）

３日 議会運営委員会（各委員）
  定例全員協議会（全議員）
  広報委員会第1回（各委員）

10日 議会運営委員会（各委員）
10 ～ 11日　第3回議会定例会（各議員）
12日 決算認定審査特別委員会（各議員）
 広報委員会（全委員）
15日 敬老式典（各議員））
18日 子守唄の里グラウンド・ゴルフ大会（各議員）
19日 広報委員会第2回（全委員）
24日 中学生議会（全議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全委員）
25日 例月監査（田山監査委員）
26 ～ 27日　人吉球磨広域行政組合議会視察研修（田山議員）
27日 定例郡議長会議（岡本議長）　

7
月

8
月

9
月


